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　目的　SHR （高血^自然発症ラヽ・ト）IS　一応ヒトの本能性あ-6i圧のモデル動物と考え

うM. うので, 高血圧抑制作用の面々ヽう　高血圧発生機序£解明するi 的夙SHR を用いマ
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固型飼料に生のシイタr添加　3）着通底型飼料( ズxふ，GE-Z)でそii.ぞ片飼帑し，以

下のような片査を行なった. 休奎およが血圧の劇烏in.中コレステロールおi. μ血糖・尿

素管の劇良，割検しrこラットについ７は病理組織学的検索をおこfi. -･re.
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